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大
阪
・
関
西
万
博

―

安
来
節
・
隠
岐
の
島
町
の
相
撲
交
流
事
業―

私
た
ち
は
、
安
来
節
保
存
会
関
西
支

部
に
所
属
し
て
お
り
、
唄
、
三
味
線
や

鼓
、
ど
じ
ょ
う
掬
い
、
銭
太
鼓
と
日
々

お
稽
古
や
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。大

阪
で
万
博
が
開
催
さ
れ
る
！
一
般

参
加
可
能
な
舞
台
が
あ
る
ら
し
い
よ
！

と
い
う
こ
と
で
申
し
込
み
を
し
ま
し
た
。

と
て
も
大
変
な
プ
レ
ゼ
ン
を
乗
り
越

え
、
出
場
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

９
月
８
日(

月)

～
９
月
12
日(

金)

の

５
日
間
、
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま

で
の
間
、
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
テ
ー
ジ
北

に
て
、
安
来
節
を
公
演
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

唄
っ
た
り
、
三
味
線
を
弾
い
た
り
鼓
、

太
鼓
を
叩
い
た
り
、
も
ち
ろ
ん
ど
じ
ょ
う

掬
い
や
銭
太
鼓
、
隠
岐
の
民
謡
や
踊
り
も

さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
観
て
い
る
人
た
ち
に
ど
じ
ょ

う
掬
い
踊
り
の
体
験
を
し
て
も
ら
お
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

初
め
て
観
る
人
や
、
海
外
の
人
た
ち
に

ど
の
よ
う
に
安
来
節
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ

る
か
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
か
、
が

課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
た
ち
が
こ

の
万
博
を
、
こ
の
安
来
節
を
お
も
い
っ
き

り
楽
し
ん
で
い
る
！
と
い
う
気
持
ち
が
伝

わ
れ
ば
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

是
非
、
島
根
県
人
会
の
方
々
も
一
緒
に

万
博
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

万
博
の
舞
台
に
是
非
上
が
っ
て
、
思
い

出
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
踊
り
ま

し
ょ
う
。

安来節保存会関西支部

安

来

節

隠

岐

古

典

相

撲

自
治
体
間
の
相
撲
交
流
を
通
し
て
ポ
ー

ラ
ン
ド
相
撲
連
盟
と
も
連
携
が
強
ま
り
、

コ
ロ
ナ
禍
の
前
後
で
６
回
、
お
互
い
の
市

町
で
開
催
さ
れ
る
大
会
や
合
同
練
習
へ
力

士
を
派
遣
し
ま
し
た
。

今
回
の
大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、
友
好

都
市
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
「
ポ
ー

ラ
ン
ド
パ
ビ
リ
オ
ン
の
秋
場
所
」
と
題
し

た
団
体
戦
相
撲
大
会
を
９
月
23
日
（
火
）

に
ポ
ー
ラ
ン
ド
相
撲
連
盟
と
共
同
開
催
致

し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
大
阪
・
関
西
万
博
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
パ
ビ
リ
オ
ン
ま
で
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
皆
様
の

ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

隠
岐
の
島
町
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る

「
ク
ロ
ト
シ
ン
市
」
と
二
〇
一
四
年
か
ら
、

お
互
い
に
相
撲
が
盛
ん
な
自
治
体
と
し
て

国
際
交
流
を
開
始
し
、
二
〇
一
六
年
に
は

友
好
都
市
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
大
阪
事
務
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
６―

６
３
６
４―

３
６
０
５

隠岐古典相撲
（ポーランド相撲連盟力士参加）

琴ヶ浜（大田市）



島
根
県
益
田
市
に
建
つ
島
根
県
芸
術
文
化
セ

ン
タ
ー
「
グ
ラ
ン
ト
ワ
」
は
、
今
年
度
で
開
館

20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
グ
ラ
ン
ト
ワ
は
劇
場
と

美
術
館
の
複
合
施
設
で
、
石
見
部
で
の
音
楽
、

演
劇
、
美
術
な
ど
の
拠
点
と
し
て
20
年
間
活
動

し
て
き
ま
し
た
。

私
は
、
か
つ
て
グ
ラ
ン
ト
ワ
の
建
設
準
備
室

に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
複
合
施
設
に
す
る
か
も

決
ま
っ
て
い
な
い
初
期
の
段
階
か
ら
関
わ
り
、

20
周
年
を
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
の
前
任
者
は
、
六
日
市
町

（
現
吉
賀
町
）
出
身
で
彫
刻
家
、
元
東
京
藝
大

学
長
、
文
化
勲
章
受
章
者
と
い
う
超
ビ
ッ
グ
な

澄
川
喜
一
先
生
（
一
九
三
一
〜
二
〇
二
三
）

で
す
。
先
生
に
は
準
備
の
段
階
か
ら
深
く
関
わ

っ
て
い
た
だ
き
、
開
館
後
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
い

く
つ
も
出
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
長
就
任
後
は
そ
れ

を
次
々
に
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

グ

ラ

ン

ト

ワ

開

館

20

周

年

を

迎

え

て

島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

的
野
克
之

石州瓦をふんだんに使った建築・中庭広場と水盤

六
日
市
町
出
身
の
も
う
一
人
の
文
化
勲
章
受

章
者
が
、
世
界
的
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍

さ
れ
た
森
英
恵
先
生
（
一
九
二
六
〜
二
〇
二
二
）

で
す
。
先
生
に
も
グ
ラ
ン
ト
ワ
の
準
備
段
階
か

ら
深
く
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
グ
ラ
ン
ト
ワ
内

の
島
根
県
立
石
見
美
術
館
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を

収
集
の
核
と
し
た
の
も
先
生
が
い
た
か
ら
こ
そ

で
す
。
グ
ラ
ン
ト
ワ
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
制
服

は
先
生
の
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
そ
の
先
生
は
今
年

度
で
生
誕
百
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
今
秋
、

先
生
の
大
々
的
な
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
か
ら
先
生

の
作
品
を
初
め
て
借
用
す
る
他
、
今
ま
で
に
な

い
切
り
口
で
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

劇
場
、
美
術
館
と
も
に
開
館

20
周
年
に
合
わ
せ
て
様
々
な
事

業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ

20
周
年
の
グ
ラ
ン
ト
ワ
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
中
世

の
歴
史
が
感
じ
ら
れ
る
益
田
も

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

いわみ芸術劇場・大ホール

石見美術館ロビー

グラントワＨＰ

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

（
グ
ラ
ン
ト
ワ
）

:

０
８
５
６―

３
１―

１
８
６
０

※詳細情報、最新情報はグラントワのホームページでご確認ください。

〈美術館の企画展スケジュール〉 〈劇場の公演スケジュール〉

企画展「加藤泉 何者かへの道」(7/5～9/1)

企画展「生誕100年 森英恵」(9/20～12/1)

企画展「美術館がうまれて、それから」(12/20～2/23)

劇団あしぶえ「セロ弾きのゴーシュ」公演(10/5) 

MUSEUM×THEATER vol.26 深響～音の満ちる空間～(10/26)
【ﾄｰｸ】宮田大×内藤廣【ｺﾝｻｰﾄ】宮田大×西尾真実

しまね伝統芸能祭2025「石見神楽創作舞台」(11/23)



「
パ
プ
リ
カ
」
を
栽
培
し
て
い
る
島
根
県
飯
南
町

は
、
広
島
県
と
の
県
境
に
位
置
し
、
周
囲
を
一
〇
〇

〇
ｍ
級
の
美
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
標
高
四
五
〇
ｍ

の
県
下
で
も
有
数
の
自
然
豊
か
な
町
で
す
。

夏
季
冷
涼
な
気
候
を
活
か
し
た
飯
南
町
の
パ
プ
リ

カ
栽
培
は
二
〇
一
四
年
頃
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

飯
南
町
の
人
口
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
生
産
者

の
確
保
に
つ
い
て
も
課
題
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
近

年
は
、
Ｉ
タ
ー
ン
就
農
者
、
新
規
就
農
者
の
生
産
者

が
パ
プ
リ
カ
を
生
産
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
栽
培
面
積

を
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
西
出
身
の
生

産
者
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
現
在
生

産
者
は
12
名
、
栽
培
面
積
は
一
三
〇
ａ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

い
い
な
ん
パ
プ
リ
カ
の
特
徴

昼
夜
の
温
度
差
が
大
き
い
自
然
豊
か
な
中
山
間
地

で
、
斐
伊
川
上
流
か
ら
流
れ
出
る
清
ら
か
な
水
を
使

い
、
パ
プ
リ
カ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
夏
で
も
涼
し

い
気
候
で
、
果
実
が
ゆ
っ
く
り
と
成
熟
す
る
た
め
、

う
ま
み
が
凝
縮
し
た
大
玉
で
肉
厚
の
パ
プ
リ
カ
に
な

り
ま
す
。
完
熟
し
た
も
の
を
収
穫
し
て
い
る
た
め
、

赤
と
黄
色
の
鮮
や
か
な
色
で
、
食
卓
を
華
や
か
に
彩

り
ま
す
。
味
は
と
て
も
甘
く
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
に
仕
上

が
っ
て
お
り
、
ピ
ー
マ
ン
の
独
特
な
苦
味
も
な
い
の

で
と
て
も
食
べ
や
す
く
、
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
よ
く

合
い
ま
す
。

生
産
者
が
増
え
て
い
る
要
因
と
し
て
は
飯
南
町
役

場
の
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
事
業
と
Ｊ
Ａ
の
共
同
選
果
場
が

大
き
な
一
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
事
業

ハ
ウ
ス
整
備
は
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
そ

こ
で
飯
南
町
が
推
進
す
る
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
初
期
投
資
を
大
幅
に
抑
え
て
就

農
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

共
同
選
果
場

町
内
に
整
備
さ
れ
た
共
同
選
果
場
で
は
主
に
ト
マ

ト
、
メ
ロ
ン
、
パ
プ
リ
カ
の
選
果
を
行
っ
て
い
ま
す
。

パ
プ
リ
カ
の
出
荷
時
期
の
７
月
中
旬
～
11
月
下
旬
ま

で
稼
働
し
て
お
り
、
生
産
者
は
選
果
の
時
間
を
省
き
、

生
産
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
選
果
場
で
集

荷
さ
れ
た
作
物
は
Ｊ
Ａ
か
ら
各
地
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。

出
荷
先
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
は
Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
さ
れ
た
パ
プ
リ
カ

の
約
７
割
を
関
西
市
場
へ
出
荷
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
年
度
の
関
西
市
場
へ
の
出
荷
重
量
は
33
ｔ
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ゴ
の
入
っ
た
フ
ィ
ル
ム
が
目
印
で

す
の
で
、
ス
ー
パ
ー
等
で
見
ら
れ
た
際
に
は
是
非
手

に
取
っ
て
食
べ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

飯

南

町

産

「
い

い

な

ん

パ

プ

リ

カ
」

の

ご

紹

介

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｊ
Ａ
し
ま
ね

雲
南
地
区
本
部

飯
南
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
４―

７
６―

２
９
６
７

選果の様子

生産者の様子

いいなんパプリカパッケージ

いいなんパプリカ



川
本
町
は
、
山
陰
地
方
初
と
な
る
女
子
硬
式

野
球
ク
ラ
ブ
「
島
根
フ
ィ
ル
テ
ィ
ー
ズ
」
を
創

設
し
ま
し
た
。

チ
ー
ム
名
の
由
来
は
、
島
根
県
内
だ
け
に
自

生
し
、
川
本
町
が
有
数
の
群
生
地
で
あ
る
花

「
イ
ズ
モ
コ
バ
イ
モ
」
の
学
名
「
フ
リ
テ
ィ
ラ

リ
ア
」
と
、
音
楽
の
町
で
あ
る
こ
と
に
も
ち
な

み
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
名
称
に
用
い
ら
れ
ギ
リ

シ
ャ
語
で
「
愛
す
る
」
を
意
味
す
る
接
頭
語

「
フ
ィ
ル
」
を
掛
け
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。

フ
ィ
ル
テ
ィ
ー
ズ
は
地
域
に
愛
さ
れ
る
ク
ラ

ブ
と
し
て
、
「
女
子
野
球
日
本
一
」
を
目
標
と

し
な
が
ら
活
動
し
、
地
域
の
方
に
感
動
と
元
気

を
与
え
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
が
育
つ
ク

ラ
ブ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
ク
ラ
ブ
創
設
を
機
に
島
根
に
帰
っ

て
き
た
選
手
を
含
め
、
全
国
各
地
か
ら
13
名
の

女
子
選
手
が
集
ま
り
ま
し
た
。
選
手
達
は
野
球

の
練
習
・
試
合
以
外
の
時
間
に
は
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
町
の
外
郭
団
体
で
勤
務
し
、
町

内
外
の
イ
ベ
ン
ト
運
営
補
助
や
教
育
現
場
で
の

サ
ポ
ー
ト
業
務
な
ど
、
町
の
賑
わ
い
創
出
や
教

育
の
魅
力
化
に
つ
な
が
る
活
動
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
川
本
町
や
島
根
県
の
女
子
野
球
発
展

の
た
め
、
島
根
中
央
高
校
女
子
硬
式
野
球
部
の

支
援
、
球
場
等
の
練
習
環
境
の
整
備
、
野
球
教

室
等
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

川
本
町
は
、
野
球
環
境
の
充
実
と
、
川
本
町

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
選
手
の
自
己
実
現
を
か
な

え
る
た
め
、
町
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

11
月
８
～
９
日
に
は
広
島
県
三
次
市
・
廿
日

市
市
で
開
催
さ
れ
る
女
子
硬
式
野
球
西
日
本
大

会
に
出
場
し
ま
す
。
遠
方
に
は
な
り
ま
す
が
、

ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
「
女
子
野
球
で
繋

が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
応
援
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。
小
さ
な
町
の
大
き
な
挑
戦

に
対
す
る
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

一
般
社
団
法
人
か
わ
も
と
暮
ら
し

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
５―

７
４―

２
１
１
０

川
本
町
ふ
る
さ
と
納
税
窓
口

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
５―

７
４―

２
２
６
０

山
陰
地
方
初
の
女
子
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
島
根
フ
ィ
ル
テ
ィ
ー
ズ
」
始
動
！

球団設立イベントで
報道陣に向けポーズをとる選手達

力投するキャプテン恩田選手
（島根県松江市出身）

川本町ふるさと納税

島根フィルティーズHP



こ
ん
に
ち
は

近
畿
海
士
後
鳥
羽
会

で
す
。

近
畿
地
方
で
活
動
さ
れ
る
市
町
村
人
会
の
ご
紹
介
で
す
。

第
41
回
は
「
近
畿
海
士
後
鳥
羽
会
」
の
ご
紹
介
で
す
。

近
畿
海
士
後
鳥
羽
会
は
、
約
五
〇
〇

名
の
隠
岐
諸
島
島
前
地
区
の
海
士
町
出

身
者
と
町
に
縁
が
あ
っ
た
近
畿
在
住
の

皆
さ
ん
が
会
員
の
ふ
る
さ
と
会
で
す
。

海
士
町
と
言
え
ば
古
く
は
、
承
久
の

乱
の
後
に
配
流
さ
れ
た
後
鳥
羽
上
皇
が

19
年
間
過
ご
し
、
崩
御
さ
れ
た
歴
史
や

伝
統
の
島
。
最
近
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
新

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
「
隠
岐

島
に
希
望

を
取
り
戻
せ
」
で
放
送
さ
れ
た
地
方
創

生
の
在
り
方
や
島
留
学
で
全
国
か
ら
希

望
者
が
集
ま
る
県
立
隠
岐
島
前
高
校
、

大
人
の
島
留
学
制
度
の
取
組
な
ど
、
今

注
目
を
集
め
て
い
る
島
で
す
。

毎
年
開
催
さ
れ
る
総
会
で
は
、
町
長
か
ら
一
年

間
の
町
の
取
組
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
動
画
で
紹
介
さ

れ
、
改
め
て
ふ
る
さ
と
の
今
を
知
る
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

昭
和
40
年
（
一
九
六
五
年
）
に
こ
の
会
は
発
足

し
、
昨
年
10
月
に
は
第
60
回
の
記
念
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
発
足
当
時
は
、
高
度
経
済
成
長
の

真
っ
只
中
で
多
く
の
人
達
が
、
近
畿
地
区
に
集

ま
っ
て
来
た
時
代
で
し
た
。
そ
ん
な
中
で
ふ
る
さ

と
と
の
絆
を
大
切
に
し
、
懐
か
し
い
人
と
近
況
や

思
い
出
を
語
る
場
と
し
て
、
こ
の
会
が
発
足
し
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
記
念
総
会
で
は
、
出
身
地
区
や

海
士
中
学
校
同
期
会
を
中
心
に
二
三
〇
名

を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
キ
ン
ニ
ャ
モ

ニ
ャ
保
存
会
の
皆
さ
ん
の
演
奏
で
唄
や
踊

り
を
楽
し
み
、
例
年
以
上
の
盛
り
上
が
り

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
初
め
て
大

人
の
島
留
学
で
町
と
縁
が
で
き
た
若
い
人

達
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
新
し
い
出

会
い
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
先
輩
の
方
々
か
ら
引
き
継

い
だ
近
畿
海
士
後
鳥
羽
会
を
、
海
士
町
の

協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
次
の
70
回
の
記

念
総
会
に
向
け
て
益
々
盛
り
上
げ
て
行
こ

う
と
思
い
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
10
月
５
日
（
日
）
に
「
第
61

回
近
畿
海
士
後
鳥
羽
会
総
会
・
懇
親
会
」

を
ホ
テ
ル
阪
神
大
阪
で
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
役
員
一

同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

近
畿
海
士
後
鳥
羽
会
事
務
局
長

小
出
正
人

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
０―

１
０
７
４―

１
２
１
４

第60回近畿海士後鳥羽会総会

近畿海士後鳥羽会
会長 河本 篤



【
島
根
フ
ェ
ア
】

大
阪
・
関
西
万
博
の
島
根
県
出
展
（
８
月
27
～

31
日
）
に
合
わ
せ
て
、
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
近
鉄
本

店
で
は
、
島
根
県
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

〔
日
程
〕
８
月
27
日
（
水
）
～
９
月
２
日
（
火
）

10
～
20
時※

最
終
日
は
19
時
半
終
了

〔
場
所
〕
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
近
鉄
本
店

ウ
イ
ン
グ
館
地
下
２
階

【
し
ま
ね
移
住
フ
ェ
ア
＆
し
ま
ね
暮
ら
し
マ
ル
シ
ェ
】

島
根
県
の
全
19
市
町
村
が
集
結
し
、
移
住
相
談

や
島
根
な
ら
で
は
の
産
品
販
売
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

〔
日
程
〕
９
月
28
日
（
土
）

〔
場
所
〕
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪

イ
ベ
ン
ト
情
報

島
根
県
大
阪
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

発行所 近畿島根県人会

大阪市北区西天満３－１３－１８ 島根ビル２Ｆ ＴＥＬ：０６－６３６４－３６０５ ＦＡＸ：０６－６３６４－３８５４

近
畿
島
根
県
人
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
近
畿
島
根
県
人
会

会
員
募
集
】

お
知
り
合
い
の
方
で
当
県
人
会
に
ご
興

味
あ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
活
動
内
容
や
入

会
方
法
等
を
ご
説
明
し
ま
す
。

※

市
町
村
会
の
方
で
、
県
人
会
未
加
入
の

方
へ
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
願
い
ま
す
。

【
近
畿
島
根
県
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閉
鎖
の

ご
案
内
】

近
畿
島
根
県
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

令
和
７
年
４
月
30
日
を
も
ち
ま
し
て
、
閉

鎖
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
島
根
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

近
畿
島
根
県
人
会
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
（
島
根
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
き
、

「
近
畿
島
根
県
人
会
」
と
検
索
し
て
く
だ

さ
い
。)

【
異
動
の
連
絡
】

住
所
・
連
絡
先
な
ど
に
変
更
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
近
畿
島
根
県
人
会
「
会
報
」

巻
末
の
「
異
動
通
知
票
」
を
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
記
載
事
項
に
誤
り
な
ど
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【
第
63
回
故
郷
応
援
団
～
ふ
る
さ
と
が
ご
縁
を

結
ぶ
近
畿
島
根
県
人
会
～
開
催
の
お
知
ら
せ
】

今
年
は
、
松
江
市
、
安
来
市
、
奥
出
雲
町

の
特
色
を
活
か
し
た
県
人
会
総
会
で
す
。

〔
日
時
〕
11
月
８
日
（
土
）
11
時
～

〔
場
所
〕
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪

第62回(昨年)の様子

【
島
根
県
催
事
「
ご
縁
も
、
美
肌
も
、
し
ま
ね
か
ら
。
」
】

〔
日
程
〕
８
月
27
日(

水)

～
31
日
（
日
）

〔
場
所
〕
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ

【
安
来
節
】

〔
日
程
〕
９
月
８
日(

月)
～
12
日
（
金
）

〔
場
所
〕
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
テ
ー
ジ
北

【
ポ
ー
ラ
ン
ド
館
の
秋
場
所
（
相
撲
）
】

ク
ロ
ト
シ
ン
市
と
の
国
際
交
流
（
隠
岐
の
島
町
）

〔
日
程
〕
９
月
23
日
（
火
）

〔
場
所
〕
ポ
ー
ラ
ン
ド
パ
ビ
リ
オ
ン
内

【
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
足
湯
体
験
コ
ー
ナ
ー
】

温
泉
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
（
松
江
市
）

〔
日
程
〕
９
月
26
日
（
金
）
～
28
日
（
日
）

の
う
ち
い
ず
れ
か
一
日

〔
場
所
〕
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ア
リ
ー
ナ
「
Ｍ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
ｒ
ｉ
」

【
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ベ
ル
ゾ
ー
ン
で
の
Ｖ
Ｒ
体
験

・
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
出
展
】

〔
日
程
〕

雲
南
市

８
月
27
日
（
水
）
～
29
日
（
金
）

松
江
市

９
月
27
日
（
土
）
～
10
月
３
日
（
金
）

〔
場
所
〕
デ
ジ
タ
ル
ウ
ォ
レ
ッ
ト
パ
ー
ク

【
「
ブ
ル
ー
仁
王
」
展
示
と

横
田
中
学
校
生
徒
に
よ
る
情
報
発
信
】

奥
出
雲
の
風
と
土
を
紡
ぐ
会
（
奥
出
雲
町
）

〔
日
程
〕
10
月
１
日
～
数
日
間

※

10
月
１
日
の
み
横
田
中
学
校
の
出
演
あ
り

〔
場
所
〕
オ
ラ
ン
ダ
パ
ビ
リ
オ
ン
内

大
阪
・
関
西
万
博
へ
の
出
展
予
定

島根県ホームページ
近畿島根県人会

会
員
だ
け
で
な
く
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
！
お
待
ち
し
て

い
ま
す
！

な
お
、
ご
案
内
は
８
月

初
旬
に
お
送
り
し
て
お
り

ま
す
。


